
◎困難な問題を抱える女性への支援に関する法律 
（令和四年五月二五日法律第五二号）（参）   

一、 提案理由（令和四年四月一三日・参議院本会議） 

○山田宏君 ただいま議題となりました両法律案につきまして、厚生労働委員会を代表

して、その提案の趣旨及び内容の概要を御説明申し上げます。 

 まず、困難な問題を抱える女性への支援に関する法律案について申し上げます。 

 近年、女性が抱える問題が多様化、複合化、複雑化していることから、婦人保護事業

の根拠である売春防止法から脱却し、ニーズに応じた新たな女性支援の枠組みを構築す

ることが強く求められています。 

 こうした状況の下、本法律案は、困難な問題を抱える女性への支援に関する必要な事

項を定めることにより、支援のための施策を推進し、もって人権が尊重され、及び女性

が安心して、かつ、自立して暮らせる社会の実現に寄与しようとするものであります。 

 以下、本法律案の概要につきまして御説明申し上げます。 

 第一に、困難な問題を抱える女性への支援のための施策に関する基本理念を定めてお

ります。 

 第二に、国等の責務を定めるとともに、必要な施策を講ずるに当たっては、関係地方

公共団体相互間等の緊密な連携が図られるよう配慮しなければならないこと、厚生労働

大臣は基本方針を定め、都道府県は基本計画を定めなければならないこと等を定めてお

ります。 

 第三に、女性相談支援センターの設置、女性相談支援員の配置、女性自立支援施設の

設置等について定めております。 

 第四に、都道府県は、民間の団体と協働して、支援に関する業務を行うものとすると

ともに、地方公共団体は、支援調整会議を組織するよう努めるものとしております。 

 なお、この法律は、一部を除き、令和六年四月一日から施行することとしております。

また、この法律の施行に伴い、売春防止法のうち、補導処分について定める第三章及び

保護更生について定める第四章を削ることとしております。 

 以上が、この法律案の提案の趣旨及び内容の概要であります。 

 なお、本法律案は、厚生労働委員会において内閣の意見を聴取した後、全会一致をも

って委員会提出の法律案とすることに決定したものであります。 

……………（略）…………… 

 何とぞ速やかに御可決あらんことをお願い申し上げます。 

二、 衆議院厚生労働委員長報告（令和四年五月一九日） 

○橋本岳君 ただいま議題となりました両案について、厚生労働委員会における審査の

経過及び結果を御報告申し上げます。 

 まず、困難な問題を抱える女性への支援に関する法律案について申し上げます。 

 本案は、困難な問題を抱える女性への支援に関し、基本理念を定め、国等の責務を明



らかにするとともに、女性相談支援センターの設置、女性相談支援員の配置及び女性自

立支援施設の設置等について規定するほか、教育及び啓発、調査研究の推進等について

定めようとするものであります。 

 本案は、参議院提出に係るもので、去る四月十三日本委員会に付託され、昨日、参議

院厚生労働委員長代理者参議院議員山本香苗君から趣旨の説明を聴取し、採決の結果、

本案は全会一致をもって原案のとおり可決すべきものと議決した次第であります。 

……………（略）…………… 

 以上、御報告申し上げます。 

 （注） 参議院においては、委員会の審査は省略された。 


